


加美町会

（加美サロン）

小地域活動では、皆さんが住み慣れた地域で安心して生活すること

が出来るよう、住民同士のふれあいを大切にしながら、様々な活動を

行っています。足を運んでみてください！



１．目的
ボランティア活動や市民活動を行う団体に対し

て助成を行い、幅広く市民活動の活性化を図るた

めに実施するものです。

２．対象団体
福生市民を対象に活動する５名以上の団体で次

のいずれにも該当しない団体。

●営利を目的とする団体

●政治的・宗教的活動を主たる目的とする団体

●公共の福祉に反する活動を行う団体

●その他、適切でないと認めた活動を行う団体

３．助成条件
申請する団体は次のいずれにも該当する必要が

あります。

●社協の法人会員であること(ただし、団体の１

年間の総予算が各種の助成金を除いて５万円

以内の団体はこの限りではない)

●ふっさボランティア・市民活動センターに登

録すること

４．助成内容
●団体の新規設立または１～３年目の運営にか

かる経費

※今後も継続・発展させていく団体であること

●事業費

①市民に対して効果的な事業

②地域住民が関わる事業

③人とのつながり作りやコミュニティの形成に

つながる事業

※地域に定着し、継続して取り組む活動を重視

します。

※既に活動を行っている団体で、これまでの活

動の充実を図る事業、又は新たに展開する事

業を含みます。

５．助成対象にならないもの
●他の機関から既に助成を受けている又は見込

みがあるもので、その事業の欠損補填に使用

するもの。または本助成を受ける前に事業を

終了したもの

●主たる活動が福生市外のもの

●団体の会員等の報酬、交通費や飲食費が主な

申請内容のもの

●団体の経常的活動に要する経費

●自助活動と判断されるもの

６．助成金額
１件 １０万円以内

(申請額の一部のみ助成する場合もあります)

７．助成事業説明会
当日申請書を配布しますので、助成を希望する

団体はどちらかに必ずご参加ください。

①令和２年４月７日（火）午後７時～９時、

福生市福祉センター

②令和２年４月８日（水）午後２時～４時、

福生市輝き市民サポートセンター

※説明会に参加される団体は

３月23日（月）～４月６日（月）に、問合せ

先にお申込みください。

８．応募期間
●令和２年４月1３日(月)～４月24日(金)まで

［締切厳守］

※詳しくは、お問合せください。

９．問合せ
ふっさボランティア・市民活動センター

〒197-0004 福生市南田園2-13-1

午前８時30分～午後５時15分まで

（土日・祝日を除く）

電話：552－2122 ＦＡＸ：553－7532



２月21日（金）ふっさボランティア・市民活動センター助成事業

「クラブかたつむりの集団づくり～ろう重複児の放課後支援～」

手話サークル福手の会

手話サークル福手の会では、ふっさボランティア・市民活動センター

助成事業として、「クラブかたつむり」より藤江あや子氏を講師にお

招きし講演会を開催しました。

クラブかたつむりは国分寺市にあり、ろう学校や特別支援学校、支援学級に通う小学生から高

校生までの子どもたちが放課後や休日に通っています。

ここは手話や身振りで話しができるなかまがいるところです。

お話からは、家庭や学校とは違う「クラブかたつむり」で多くの人

とふれあい、いろいろな体験を積み重ねている子どもたちの様子がわ

かりました。こうした集団の中で関わることが、卒業後の社会の中で

生きていく力を育んでいるようでした。 参加者 17名

2月15日（土）・2月22日（土）の2日間でチェンソーを使用するにあたっての講習会がありま

した。1日目は学科、2日目は実技を習得していただきました。今後につきましては、すぐに実践

というわけにはいきませんので、講習を受けた方を中心に、チェンソー隊設立に向けてさらに力量

を身につけていただけるような場を用意したいと考えています。

また、今回の募集につきましては早々に定員に達してしまい、心よりお詫び申し上げます。

参加者 22名

市民活動団体のかかえる問題や疑問を、「場づくり」の専門家として20年以

上活躍されるNPO法人れんげ舎代表理事の長田英史氏から学びました。

話の中で出た具体例も、「団体の中でまさに起こっている事」と話している参

加者もいて、真剣に耳を傾けている姿が見られました。

また、居場所の探し方やこれから居場所を作りたいという、一般の参加者にも

参考になる内容でした。 参加者 33名

【参加者の声】

・サークル内の活気が無くなっているので、提案にある単発的な催し物

をやってみようかと思った。

・活動の場については準備と振り返りが大事なことがよく分かった。

・サークル活動の場をもっと盛上げる様なヒントが得られた。



を、

NPO法人ちょうふこどもネット 副理事長 横山泰治氏を講

師としてお招きし開催しました。世界で取り組むべき問題解決

を、カードゲームを取り入れて、より理解を得られる内容でした。今後、同様な社

会問題をテーマに講座をというご意見が多く寄せられました。 参加者 54名

【参加者の声】

・ＳＤＧｓについて全く知らず参加したが、講義だけでなくゲームを通した

やり方で具体的に体感することができた。

・一人で出来ることから広がって、考えていくことが大切だという事が改め

て感じられて良かった。

今年も手話講習会を開催します。

聴覚障がい者への理解と、手話によるボラ

ンティア活動を希望する皆さん、是非ご参加ください。

入 門 <夜>

基 礎 <昼>

申込：３月23日（月）～４月17日（金） 日曜を除く午前８時30分～午後５時15分

福祉センター等にある所定の申込用紙で、直接窓口でお申し込みください。

※電話、FAXでの申込み及び、小学生・中学生の方はご遠慮ください。

災害時、限られた器具と食料で調理を行う方法を学び、避難所生活での食事のストレスを減らし

ましょう。実際に調理を行い、作った防災食を実食します。

また、普段からどのくらい食料を備蓄しなければならないかを学び、災害に備えましょう。

子どもでも作れる防災食についても学べますので、お子様と一緒にご参加ください。



★荒川 三郎 1,000円

★体操サークル チェリー 3,000円

★ハイサイ！三線倶楽部 3,000円

★福生こども食堂実行委員会 1,000円

★福生市いけばな合一会 3,000円

★福永カラオケ会 1,000円

★パンの木 1,000円

★デザートの会 1,000円

★ラベンダービクス 3,000円

★永田福祉地区（サロンながた） 1,000円

★福生一中おやじの会 3,000円

【その他】
使用済切手・ベルマーク・インクカートリッ
ジ収集に多くのご協力をいただきました。

４月からの印刷機の利用について！
４月１日以降の印刷機の利用につきましては、

団体登録更新をされている団体に限ります。

期日までに更新されている場合、印刷機の初

回利用時に「印刷機利用届」書をご提出してい

ただきご利用可能となります。

つきましては、３月23日までに更新書類一

式をご提出くださいますようあらためてお願い

いたします。

ロッカーとメールボックスの
利用について！

新規にロッカーをご利用される団体につきま

しては、４月１日以降初回のご利用時に許可証

と鍵をお渡しいたします。窓口までお申し出く

ださい。ご利用の際は、それぞれ利用規約をご

確認の上、ロッカーについては鍵を紛失するこ

との無いようにご注意ください。

また、ロッカーを返却される団体は、３月23

日までに整理していただいたうえで鍵の返却を

お願いいたします。メールボックスについても

返却ヶ所の整理を期日までにお願いいたします。

ポストカード！作成依頼受付中！
団体の広報として活用してくだ

さい。写真やイメージをいただけ
ればＦＶＡＣで作成いたします。

もちろん、団体ご自身の力作も
お待ちしています。

初回20枚は無料です。


